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《 目 的 》 大 豆煮 熟 調 理 の 際 に 、 大豆 と 共 に 煮 る 各 種 植 物 性 食 品 の 軟|ﾋ 速 度｡は 、 そ の食 品 を

単 独 で 水 煮 し た場 合 よ'') *J 速 ま る 。 こ れは 大 豆 苑 汁 中 の 大 豆 溶 出 成 分 に よ る 。こ の現 象 が

植物 性 食 品 の種 類 に よ り ど の よ う に異 な っ て 現 わ れ る か を 知 り 、 軟 化 促 進 因 子 が 各種 植 物

性 食 品 に 及ぼ す影 響 につ い て 、 基 礎的 な 知 見 を 得 る た め に 次 の 実 験 をし た 。

《 方 法 》 大 豆100 g  '.こ6   倍 の 水を 加え 、10  'C 、24 時 間 浸 漬 後 、 １ 時 間 加 熱 し 、200iiilの 大 豆

茲 汁 を 得 た。 こ の 茄 汁50111 Iに 人 参（1 ×１×lcrn 、５個）、ご ぼ う(1X1 ×1  cm 、5  匯）、 昆布（2 ×

2ei≪、５枚 ）を そ れ ぞ れ 加 え 、 沸 騰 湯 煎 に て10  ～45 分 間 煮熟 し た 。 煮 熟 後茄 汁 か ら 取･) 出 し 、

30 分 間 室 温 に 放置 し たも の を 試 料と し てRheolometei ヽ･ M A X に てTexture を 測 定 し 、 同 様に 水

煮し た も の と比 較 し た 。 人 参 及び ご ぼ う は 、 繊 維 が測 定 容 器 底 面 に 垂直 に な る よう に 置き 、

Texture 測 定 し た 。 人 参 。 ご ぼ う は 直 径40oiinの プ ラ ン ジ ャ-  を 用 い 、 ク リ ア ラ ン ス2 . Oirnn、

昆 布it 直 径20miiiのw  型 プ ラン ジ ■(. ー を 用 い 、 クリ アラ ン ス0  . 5II1I1Iと し た。 運 動 速度ii  12cy ／

in i n . （ サイン）と し た 。 さ ら に 大 豆 苑 汁( 原 液）を 透 析 し 、 透 析 外 液・ 内 液 を 用 い て 原 液 と同 様

に 、　人 参 ・ご ぼ う 及 び 昆 布一の 煮 熟、Texture 測 定 を し た 。 又 、 水 ・ 原 液･ 透 析 外 液･ 内 液

お よび 植 物 性 食 品 煮 熟 後 の 各 液 のＫ 量 を 原 子 吸 光 法 に て 測 定し た。

《 結 果 》水 煮 に対 す る 大豆 苑 汁 煮 の 硬さ の 低 下 度 は 、 昆 布、 人 参 、 ご ぽう の順 に 顕著 であ っ

た。 凝 集 性 、 弾 力 性 は 大 豆 苑 汁 煮 は 水 煮 よ り 小 さ い 値 を 示 す 傾向 が 見ら れ た 。 咀 哺性 は 、

水 煮 の 値 をtoo  % と し た 時 、 大 豆 苑 汁 煮 は 、 昆 布15 ～35 ％ 、 人 参44 ～53  ％ 、 ご ぽ う57 ～76

％ で あ っ た。 透 析 外 液も 原 液 と 同 様の 傾 向 を示 し た 。 原 液 お よび 透 析 外 液 は 多 量 のK  を 含

み、 日 本 食 品 成 分 表 と の 比 較 か ら 乾燥 大 豆 中 の2 ／3 相 当 量 のＫ が 溶 出し た と 考え ら れた 。
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